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審査項目・評価の観点

Ｇ７広島サミット記念コーナー（仮称）（以下「記念コーナー」という。）の目的・背景等を
理解し、その実現に有効なコンセプト・方針等となっているか。

記念コーナー設置の目的・背景、ターゲット層を理解し、県民会議が示す展示品等を魅力的に
展示する空間イメージ、レイアウト、動線等となっているか。

展示のレイアウトは、広島市公共施設福祉環境整備要綱
（https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/54/381.html）で定める基準を踏まえた上で、
障害者や高齢者などを含めた全ての来館者が安全かつ快適に見学できるよう、より配慮された
提案となっているか。

上記、イメージ、レイアウト等が視覚的に理解できるイメージパースとなっているか。

記念コーナー設置の目的・背景、ターゲット層を踏まえた上で、来館者がＧ７広島サミットを
理解し、想起できる展示品リストとなっているか。

Ｇ７首脳の芳名録の展示において、展示条件を満たした上で、来館者がＧ７広島サミットでの
行事等を理解しやすい魅力的な展示手法（説明文、写真含む）となっているか。

リーフレットは記念コーナーへの来訪及び平和記念公園内を周回する動機付けとなるような内
容となっているか。

その他企画内容が優れ、独自性があり特に評価するべき内容があるか。

展示に係る維持費が業務内容に照らし適切な内容となっているか。

作業ごとに開始・終了時期が明確にされ、計画的で無理のないスケジュールとなっているか。

責任者、役割分担等が具体的に示され、県民会議の要請に即時に対応できる体制となっている
か。

企画・設営等の業務に加えて、建屋設置事業者等との調整等、業務を確実に履行できる体制と
なっているか。

過去、類似の業務を実施した実績を十分有しているか。

業務実施に必要な経費の詳細が示されており、業務内容に照らし適切な内容となっているか。

「広島サミット記念コーナー（仮称）の展示製作等に係る業務」評価基準に基づく評価項目別の総合値


